
雲出川水系中村川・波瀬川・赤川流域水害対策計画（原案）の意見聴取

●意見聴取の概要

■ 期間 ： 令和6年3月28日（木） ～ 令和6年4月26日（金）の30日間
■ 方法 ： WEBサイトへの掲載、意見箱の設置
■ 広報 ： WEBサイトへの掲載、流域住民への回覧配布

意見箱の設置

・三重河川国道事務所
・三重河川国道事務所 雲出川出張所
・三重県庁 県土整備部河川課
・三重県庁 津建設事務所
・三重県庁 松阪建設事務所

・津市役所 建設部河川排水推進室
・津市役所 一志総合支所
・津市役所 久居総合支所
・津市役所 上下水道事業局下水道工務課
・松阪市役所 建設部建設総務課
・松阪市役所 上下水道部下水道建設課
・松阪市役所 建設部北部建設保全事務所

意見箱設置場所

WEBサイト 流域住民への回覧

三重河川国道事務所 雲出川出張所
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住民意見聴取における主な意見と対応
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No.
意見箇所

意見内容 対応 計画書（原案） 計画書（案）
章 ページ 図・表

1 全体

（嬉野地域において）地域の浸水
被害の現状把握と原因に沿った浸
水対策を検討し、対策の実現まで
に要する期間や内容も報告してほ
しい。

特定都市河川流域外から雨水が流
入する可能性も考慮して地域の現
状把握や浸水原因の調査と雨水計
画の検討を行ってまいります。

－ －

2 全体

（嬉野地域における）過去にあっ
た被害の緊急性も考慮して短期計
画の検討と早急な対策実施をして
ほしい。

浸水被害防止のため既設排水施設
の適切な維持管理の継続に努め、
地域の現状による浸水原因の調査
と雨水計画の検討を行ってまいり
ます。

－ －

3 全体

水害対策計画には、専門的な言葉
が多数出てくるので、住民が見て
もわかるように解説を記入して欲
しい。

解説を追記します。 － （用語集の作成）

4 全体

遊水池の役割を果たしている所に
堤防水門を設けると増水時の水位
上昇スピードが急激に増すと思わ
れる。
雲出川本流の堤防補強を先行又は
並行して計画実行して欲しい。

安全度が低下する区間が生じない
よう上下流や本支川のバランス、
堤防の左右岸バランスを考慮し、
雲出川本川の築堤、河道掘削等河
川整備を実施してまいります。

－ －



住民意見聴取における主な意見と対応
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No.
意見箇所

意見内容 対応 計画書（原案） 計画書（案）
章 ページ 図・表

5 総説 i

バックウォーターが問題とされて
おり、堤防かさ上げや河道拡幅の
ほうが効果があるように思われる
が、対策は「河道掘削等」なのか。
局所的な河道断面の不足があるの
ではないか。

雲出川本川の対策がバックウォー
ター対策となり、雲出川本川の対
策として、遊水機能の確保、無堤
部対策、樹木伐開、河道掘削を実
施します。
総則本文21行目を「『雲出川の』
河道掘削等の河川整備」と修正し
ます。

総説

このため、河道掘
削等の河川整備を
より一層加速する
とともに、中村
川・波瀬川・赤川
流域のあらゆる関
係者の協働により、
流域全体で総合的
かつ多層的な水災
害対策「流域治
水」の考え方に基
づく取組を実践し
ていくことが重要
である。」

総説

このため、雲出川
の河道掘削等の河
川整備をより一層
加速するとともに、
中村川・波瀬川・
赤川流域のあらゆ
る関係者の協働に
より、流域全体で
総合的かつ多層的
な水災害対策「流
域治水」の考え方
に基づく取組を実
践していくことが
重要である。」

6 総説 i iが、総説と目次にある。 ページ番号を修正します。
（ページ番号の重

複）
（ページ番号の修

正）

7
総説・
第4章
第1節

i

「波瀬川第七排水区」内の六つの
自治会（高野区、高野4、日置、
庄村、其村団地、八田団地、其
村）で、平成31年より、この水害
対策問題につき、現地調査を行い、
協議を重ねてきております。
今後は私どもからも意見聴取をし
ていただければと思う次第です。

本計画策定後は、事業の進捗状況
及び流域の変化について検証し、
浸水被害対策による効果等を適切
に評価しますが、必要に応じて、
地域住民や民間事業者、学識経験
者などの意見を聞き、計画の効果
的な実施・運用に向けた改善を図
ります。
津市としても、大雨による浸水

被害が頻発する中、道路冠水や水
路からの溢れを迅速に把握するた
めに、本計画の区域である雲出川
中流部に「ワンコイン浸水セン
サ」を１５台設置しました。その
効果検証も含めて本計画への効果
的な実施・運用に向けた改善を
図っていきます。

－ －
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住民意見聴取における主な意見と対応
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No.
意見箇所

意見内容 対応 計画書（原案） 計画書（案）
章 ページ 図・表

8
第1章
第1節

9

「経年的に有意な変化は見られな
い。」と記載されているが、浸水
被害があったH16,H26,H29は雨量
が多くなっているため、変化は見
られる。
気象庁ホームページに記載されて
いる1時間降雨量50ミリ以上の年
間観測回数、1時間降水量80ミリ
以上の年間観測回数についても増
加傾向になっており、毎年雨量と
しては増加している。

三重県の1時間降水量50mm以上の
年間発生回数は増加しているとみ
られます。しかし、雲出川水系中
村川・波瀬川・赤川流域が含まれ
る津気象台における雨量データを
確認すると、統計上の経年的に有
意な変化は見られません。

－ －

9
第1章
第1節

10 図13

家屋浸水被害は発生しない最大浸
水範囲の黄色点線内に住宅が入っ
ているので、浸水被害は発生する
のではないか。

凡例の表記を「現況河道の想定浸
水範囲（戦後最大相当の洪水発生
時）」に修正します。

第1章 第1節 第2
項 河川の概要

凡例：「家屋浸水
被害が発生しない
最大浸水範囲」

第1章 第1節 第2
項 河川の概要

凡例：「現況河道
の想定浸水範囲
（戦後最大相当の
洪水発生時）」

10
第1章
第1節

12 図14
公共下水道計画区域の排水区の場
所がわかりづらい。地名など記載
してわかりやすくしてほしい。

高精細の図を添付します。 － （図の修正）

11
第1章
第2節

14 表5

図18にH24洪水、図19にH24洪水、
H30洪水があるが、一覧表に記載
がないので、記載してほしい。
平成26年8月の被災家屋の数につ
いて、松阪市の住宅被害は平成26
年8月15日15時現在で床下浸水83
棟、床上浸水15棟、一部損壊2棟
となっていたが、なぜ3棟なのか。

表５は、主要洪水のみ表に記載し
ております。
H24洪水について一覧表に追加し
ます。
平成26年8月の被災家屋数につい
ては、三重河川国道事務所資料に
よる値です。

－

第1章 第2節 流
域の浸水被害状況

表5を修正

12
第1章
第2節

15

平成26年8月台風11号における嬉
野中川新町の被害状況の写真を提
供するので、計画書に掲載してほ
しい。

ご提供いただきました下記写真を
掲載させていただきます。

－

第1章 第2節 流
域の浸水被害状況

図18に追加
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住民意見聴取における主な意見と対応
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No.
意見箇所

意見内容 対応 計画書（原案） 計画書（案）
章 ページ 図・表

13
第1章
第2節

16 図18

図が小さく、自分の地域の浸水被害
が記載されているかどうか分かりづ
らい。図を大きくしたり、実際に被
害があった地名を記載したり、工夫
してほしい。

図のサイズを大きくし、別紙にて高
精細の図を添付します。

－
（図のサイズの拡大、
別紙に高精細の図の

掲載）

14
第1章
第2節

16 図18

流域水害対策協議会が地域の浸水被
害の状況をどこまで把握してもらっ
ているのか、この図では分からない。
把握している地名や状況を記載して
ほしい。現状把握で漏れがあっては、
必要な対策が計画、実施できない。

15
第1章
第2節

16 図18

H29洪水について、表5では被災家屋0
棟となっているのに、家屋浸水発生
となっており、整合が取れていない。
どちらが正しいのか。

【H29洪水】の凡例を修正します。 － （図の修正）

16
第1章
第2節

16 図18

添付資料の資料1のように（嬉野中川
新町）四丁目内では用水路から越流
し、浸水が発生した。このように浸
水被害状況の詳細が分かる図を記載
してほしい。

別紙にて高精細の図を添付します。 －
（別紙に高精細の図

の掲載）

17
第1章
第3節

18 図20
近鉄「新中村川橋梁」の図左アップ
にある「現橋桁下高」とあるのは間
違いではないか。

「旧橋」に修正します。 － （図の修正）

18

第1章
第3節
・

第4章
第1節

20
37
38

表9
図33

波瀬川では、2k～3k区間で流下能力
が不足しているとあり、治水対策箇
所 表9には、1.9～2.9付近とあるが、
図33を見ると河床掘削は1.9k～2.3k
付近と2.8ｋ付近になっており、2.3k
～2.8kの間は河床掘削対象になって
いない。
JR名松線の鉄橋の橋げた間隔が狭い
ため、土砂や、茂った樹木、竹等が
流れてこの橋げたに留まって水が越
流し住宅地へ流れ込む可能性は大き
いため、2.3k～2.8kの間も河床掘削
の対象に入れてもらいたい。

第4章 特定都市河川の整備に関する
事項に記載のとおり実施することで、
流域の治水安全度を早期に向上させ
ることとしており、その対策箇所と
して予定している箇所を記載してい
ます。
ご意見いただいた箇所については、
現地状況を確認し、必要に応じて対
応します。

－ －
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No.
意見箇所

意見内容 対応 計画書（原案） 計画書（案）
章 ページ 図・表

19

第1章
第3節
・

第4章
第1節

20
38

図33

津波による逆川(さかさがわ)につ
いての影響範囲、逆川の対策はど
うするのかを記載されたい。
また、台風、集中豪雨と巨大地震
による津波の同時襲来が検討しな
いのか。

三重県津波浸水想定では、中村
川・波瀬川周辺では浸水が発生し
ない想定となっており、地震によ
る津波の影響は小さいと推定して
います。
本計画の都市浸水想定では、地
震・津波との複合的な浸水想定は
実施しておりません。

－ －

20
第1章
第3節

21

波瀬川第7排水区末端の其村地区
の水害は雲出川無堤部からの浸水
だけではなく、上流からの雨水が
すべて集まってくることにもよる
ものである。
雨水問題が非常に大きな問題とな
り、本計画でも雨水問題重要地区
として見てもらいたい。
また其村地区の雲出川堤防は暫定
高であり、大水害時には越流して
大量の水が其村地区に流れ込む。
この水の排水については通常の雨
水の比ではなく、国交省の堤防工
事からの問題として通常の雨水排
水の末端である波瀬川へ排水も国
交省の工事として取り組んでいた
だきたい。

国の河川事業については、雲出川
河川整備計画に基づき、取り組ん
でまいります。
また、国の雲出川の整備と連携し
ながら内水対策も進めてまいりま
す。

－ －

21
第2章
第1節

22

平成26年8月台風11号などの豪雨
で嬉野中川新町地内で浸水被害が
発生している。未だ具体的な対策
計画が示されていない状況である
ため、早期に策定して計画に記載
してほしい。

特定都市河川流域外から雨水が流
入する可能性も考慮して地域の現
状把握や浸水原因の調査と雨水計
画の検討を行ってまいります。

－ －
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No.
意見箇所

意見内容 対応 計画書（原案） 計画書（案）
章 ページ 図・表

22
第2章
第1節

22

本事業における目標値は現在もしく
は将来起こりえる水害に対処するこ
とが目的であるとの認識の下、各事
業者のそれぞれの事業者により安易
に変更されないようお願いいたしま
す。

作成された計画に基づき、適切に対
応してまいります。

－ －

23
第2章
第2節

26
本計画は30年とされているが、既に
完了目標のある個別事業まで逆に遅
らせることのないようお願いする。

本計画策定が、既存の個別事業の完
了目標に影響を与えるものではござ
いません。個別事業については、関
係者等と十分な協議・連携を図り進
めてまいります。

－ －

24
第2章
第4節

29

内水氾濫時のごみ対策問題について
も、民地は民地で片付ければよいと
いうような安易な発想に陥らないこ
とを強く望みます。

内水氾濫時においては、全国的にも
稲わら等が周辺道路や用水路、宅地
に散乱する問題が発生していること
から、稲刈後のすき込みの適切な処
理などについて、関係機関と連携し
り組んでまいります。

－ －

25 第3章 31,33
図27，
28

図が細かく、自分の地域の浸水想定
が分かりづらい。図を大きくしたり、
地名を記載したり、工夫してほしい。

高精細の都市浸水想定を別紙にて追
加します。

－
（別紙に高精細の
都市浸水想定図の掲

載）

26
第4章
第1節

37

波瀬川では水位低下対策として河道
掘削等の対策を行う⇒についての意
見（P38の図33）
①河川距離標2.2～2.4k間の右岸側の
護岸(石積)にはらみが数箇所見受け
られます。
(上部の山は土砂災害警戒区域(地す
べり)指定を受けています)
②河川距離標3.0k間付近の右岸側の
山肌が、がけ崩れを起こしています。
③河川距離標3.4k間付近の左岸側に
農業用水の取水設備があります。
この取水設備の構造が複雑で増水時
に、川の流れを悪くします。
直接、河道掘削等にはつながりませ
んが、もしがけ崩れ等が発生した場
合の事を想定して意見を提出

現地状況を監視し、適切に河川管理
してまいります。

－ －



住民意見聴取における主な意見と対応
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No.
意見箇所

意見内容 対応 計画書（原案） 計画書（案）
章 ページ 図・表

27 第6章 42

「松阪市公共下水道事業計画では、
中川西部排水区において、浸水被
害の解消を目指す整備（管渠、ポ
ンプ場、貯留施設整備）を位置づ
けている。」とあるが、具体的に
どのように位置づけしているのか
記載してほしい。

公共下水道事業計画に位置づけら
れた排水施設は概ね７年に１回の
確率で発生し得る規模の降雨に対
応した整備が完了（主要な管渠、
中川西部ポンプ場、ポンプ場調整
池）しておりますが、近年の気候
変動を踏まえた降雨に対する雨水
計画を検討してまいります。

－ －

28 第6章 43 図37
公共下水道雨水計画の排水区にお
いて、どのように雨水を処理する
のかを図に記載してほしい。

主要な水路を図に記載いたします。 －
（図中への水路の

追加）

29
第7章
第2節

44
ため池を雨水の一時貯留に利用で
きるよう啓発普及を推進してほし
い。

ため池の一時貯留について、普及
啓発を推進してまいります。

－ －

30
第7章
第3節

45
浸水被害区域への雨水の流入量を
抑えるため、上流域での水田貯留
の普及啓発を推進してほしい。

水田貯留について、農作物に与え
る影響を考慮し効果的な場所にお
いて普及啓発を推進してまいりま
す。

－ －

31
第9章
第1節

48

洪水時にポンプの運転調整が行わ
れた場合、内水による浸水被害が
増大するのでそれに対する対策も
明記してほしい。

洪水時の河川水位によるポンプ場
の運転調整については、流域住民
の速やかな避難ができるよう周知
の方法や情報伝達について検討し
てまいります。

－ －

32
第11章
第1節

50

貯留機能保全区域、浸水被害防止
区域の指定については、まずは河
川工事、下水道工事での解決を最
優先として努力を尽くしていただ
き、これらの制限地域の指定は最
後の手段と考えていただきたい。

河川工事などハード対策は、各機
関の計画に沿って、事業を推進し
てまいります。
浸水が想定される地域においては、
土地利用規制（貯留機能保全区域、
浸水被害防止区域）等の活用も含
め、流域一体で総合的かつ多層的
に浸水被害対策を講じてまいりま
す。

－ －

33
第11章
第1節

51
図

43,45,
46

図が細かく、自分の地域の浸水想
定が分かりづらい。図を大きくし
たり、地名を記載したり、工夫し
てほしい。

高精細の都市浸水想定を別紙にて
追加します。

－
（別紙に高精細の
都市浸水想定図の

掲載）
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No.
意見箇所

意見内容 対応 計画書（原案） 計画書（案）
章 ページ 図・表

34
第11章
第2節

52 図44

病院、診療所等に「＋」を使って
いるが、
https://www.jrc.or.jp/about/pd
f/20180401_shitteimasuka-
kaiteiWeb.pdfのｐ５にある通り、
関係機関以外は勝手に使用できな
いマークです。

赤十字のマークを修正します。 － （マークの修正）

35

第12章
第2節、第
3節

第13章

56,58
策定いただいた計画については、
広く一般住民にも周知してもらい
たい。

ホームページ、SNSでの公表も踏
まえ、一般住民の皆様にも広く周
知できるよう努めてまいります。
市役所等に本計画書を置き、広く
一般の人々が自由に閲覧できるよ
うにします。

－ －

36 第13章 58

「地域住民などの意見を聞き」と
あるが、具体的にはどのような方
法で聞いてもらえるのか。
計画の進捗状況について.住民に
説明をしてもらえるのか。

流域水害対策協議会のHP公開ペー
ジを作成しております。
計画の進捗状況については、毎年
開催いたします流域水害対策協議
会にて協議の上、HPにて公表して
まいります。

－ －

37

計画に隣接する一志町片野の排水
（赤川への接続）は、大雨時には
排水から越水し、住宅まで流れ込
む。
支川の方も含め、エリア拡大と計
画検討してもらいたい。

現地状況を確認し、必要に応じて
検討いたします。

－ －


